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1. 山梨大調査グループについて
（１）エコチル追加調査研究グループ名（山梨大）：
[bookmark: _GoBack]「The Yamanashi Adjunct Study of the Japan Environment and Children’s study (JECS) 」

（２）JECS-Y Group：
「出生コホート研究センター（教員）、各講座の長（教授等）※、社会医学講座（教員）」
※データ利用申請登録をされていることを必須とします。
※JECS-Y Groupについては別紙を参照してください。

2. 成果発表について
（１）誌上発表について
1 タイトル：
タイトルの最後は以下のように表記してください。
「タイトル: The Yamanashi Adjunct Study of the Japan Environment and Children’s study (JECS) 」

2 論文に記載する事項：
・オーサーシップの記載例は以下とします。
　例）ファースト、〇、〇、出生コホート研究センター（教員）、〇、〇、ラスト、
The Yamanashi Adjunct Study of the Japan Environment and Children’s study Group 
※下線は必須とし、下線以外のオーサーについては各講座に委ねます。

・acknowledgementとして、JECS- Y Group全員の氏名と所属を記載してください（記載の必要性はその都度検討してください）。

（２）学会発表について
1 現行運用されている基本ルールにおいて、追加調査データに加えて全国データを利用した場合、学会発表は論文発表後に可能となります。

2 オーサーシップについては、各講座の長に一任します（学会員登録のご都合等もあるため）。

（３）その他
大学院生の成果発表に関しては、関係研究者の指導監督のもと「エコチル調査で収集されたデータの利用と成果発表に関する基本ルール」に基づき行ってください。
